
新年のご挨拶

町立西和賀さわうち病院
院長 北村 道彦

年末年始の外来患者数は44名と、昨年度の
27名に比べ大きく増加し、地域の救急医療
の完結性が上がりました。地域に目を向け
ますと、いろいろな側面で介護との連携は
着実に強化されています。
高齢の町の健康を守るためには、行政も

巻き込み、オール西和賀体制で臨まなけれ
ばなりません．今年も連携の強化に向けよ
ろしくお願いいたします。

新年院長講話「平成28年の振り返りと平成29年を迎え
ての抱負」の後に。
平成29年1月4日、さわうち病院大会議室にて。

新年あけましておめでとうございます。
三箇日は穏やかでしたが、その後の寒波で
病院周囲は例年通りの雪の壁・山になって
おります。
昨年を振返りますと、医事に関しては、

外来、入院とも患者数はあまり伸びず、横
手地区との連携等新しい視点で患者数の増
加を図りたいと考えております。そんな中
で医科の外来新患者数が増加しているのは
良い傾向であり、圏域内での連携の一層の
強化も進めていきます。一方、1日当たりの
収益は伸び悩みの状態です。従って、支出
の抑制が非常に重要であり、昨年は、遅れ

ていたジェネリックの導入やSPDによって、
薬剤費や診療材料費が削減されました。ま
た、平成29年1月から10：1看護体制へ移
行しており、この点でも収支の改善を期待
しています。救急に関しては、救急車数は
12月末で昨年度と同等の数字になりました。
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平成27年度
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83.2 30.8 911 429 26.5 283 9,628 5,786 22,888 23.4 1,665 792

平成28年度
4-11月

82.8 31.6 1,144 422 27.1 279 9,482 5,686 22,874 23.8 1,486 761

増減 -0.4 0.8 233 -7 0.6 -4 -146 -100 -14 0.4 -179 -31
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12月10日国立循環器病研究センターの
高田彰先生を講師にお招きして、健康づく
り講演会が開催されました。
北村院長からは、合併症(脳卒中、心筋梗

塞)を防止するための食塩摂取量測定を含め
た高血圧管理について取組み紹介があり、
西和賀町栄養士連絡会では、減塩の取組み
についての発表を行いました。
高田先生からは、健康寿命を延ばすため

には生活習慣が重要、脳卒中が寝たきりと
なる最大の原因であること、企業では減塩
の味噌やカップ麺などの商品を売り出して
いるため、食べる側も選ぶことが必要とい
うお話がありました。また、他の地域での
脳卒中予防や減塩の取り組みを紹介してい
ただき、地域全体で取り組んでいくことが
重要と改めて感じました。

管理栄養士 菊池 涼子

医療福祉連携室の研究で受賞 医療福祉連携室 高橋 豊宏

発表の様子。平成28年11月19日 盛岡市 国保会館５
階大会議室にて。平成28年度岩手県地域医療研究会秋季
大会
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多数の参加があった健康づくり講演会の様子。
すでに減塩に取り組んでいる方もいました。
平成28年12月10日 西和賀町 太田老人福祉センター
にて。

昨年11月に行なわれた、「平成28年度
岩手県地域医療研究会秋季大会」にて努力
賞をいただきました。発表した研究は、当
院医療福祉連携室で、転院時に患者・家族
と一緒に行っている多職種カンファレンス
で、希望した退院先に実際に退院支援がで
きているのか考察するという内容でした。
当院以外の病院でも、退院支援を扱った

演題が複数あり、退院支援に難渋している
様子が伺えました。
賞を頂き、大変励みになりました。今後

も、医療福祉連携室で患者・家族に寄り
添った支援をしてまいります。


